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はじめに

文章とは人に何かを報告するために書くものである．演習や講義において提出を求められるレポートも例外ではない．演習では与えられた課題に対して自分が作業した内容と解答，演習で学んだこと，自分で調べた結果などを報告することが要求されている．単に結果だけを書いて提出すればよいというものではない．まして単なる感想文でもない．「難しい」「面白かった」などという感情に訴えられてもまったくのお門違いである．読み手に正しく報告事項を理解してもらえなければ意味がない．

現状において，あまりにお粗末なレポートもかなり見受けられるため，何らかの教育的手段が講じられる必要がある．

1. 本文章の目的

　お粗末なレポートを根絶するためには，適切なレポートの書き方を教育する必要がある．そのための方法はさまざまなものが考えられるが，ここではサンプルを示すことでレポートの基本を示し，レポートの書き方を周知する方法を考える．そこで，本文章は，適切なサンプルを示すことでレポートの書き方を説明することが目的とする．

2. 立派なレポートを書かせるための方法

　では，どのようなサンプルが教育的見地から有効なのか議論する必要がある．そのサンプルはいろいろ考えられる．しかしその考えられる限りのいろいろなサンプルをすべて網羅することは効率がよくない．無数あるサンプルよりも，典型的なサンプルを選択することが必要であろう．

3. レポートのサンプルについて

　そこで本稿では，ここにサンプルとなる文章を，本文として記述することにする．サンプルとして，レポートを書く際の決まりごとについて述べる．

レポートの本文には，実験・調査結果や，設計実現方法など，演習や研究で，実際に自分が作業した内容について記す．他人の研究結果をまとめたり，引用する場合は，それが自分の考えでないことをについては，明確に示し，参考文献をきちんと明記すること．参考文献の書き方は，巻末の部分に例を示してある．

また，文章は簡潔に書くことが望ましい．冗長にだらだら書かず，要点だけを書く訓練をすること．単に長いだけのレポートでは意味がない．

本文は，普通の日本語文章の規則に従う．文体は「である」調か，「ですます」調かどちらかに統一する．レポートの場合は「である」調であることが多い．また，箇条書きや図，表を使うなど適宜分かりやすい表現をするように心がける．ただし，箇条書きだけで報告書を構成してはいけない．読んでもさっぱり理解できない報告書になる．基本は文章できちんと表現し，ポイントとなる点など適切な個所で箇条書きを使うようにすると効果的である．

　レポート中に図を挿入する場合は，次のように書く．


[image: image1.wmf]
図1. 図を一言で説明する適切なタイトル

図の見出しは，図の下に必ずつける．一般の書籍ではこの原則が守られないことがままあるが，学術系の本ではこれが常識であり，大学のレポートや卒論は必ずこの規則に従わなければならならい．
　また，表は次のように書く．これはWordの作表機能による表である．

表1. 表の例，表の形式は適当

	
	列１(column)
	列2

	行1(row)
	
	

	行2
	
	


　また，情報処理演習で多用すると思われるExcelシートを貼り付けた例がこれである．

表2. Excelシートの張り込み


[image: image2.wmf]期

売上高（万円）

予測値

上限値

下限値

1

3508

3505.28

3558.80

3451.76

2

3547

3523.58

3577.10

3470.06

3

3500

3541.87

3595.39

3488.35

4

3565

3560.16

3613.68

3506.64

5

3550

3578.45

3631.98

3524.93

6

3621

3596.75

3650.27

3543.23

7

3596

3615.04

3668.56

3561.52

8

3633

3633.33

3686.85

3579.81

9

3707

3651.63

3705.15

3598.11

10

3683

3669.92

3723.44

3616.40

11

3695

3688.21

3741.73

3634.69

12

3682

3706.50

3760.03

3652.98

13

3732

3724.80

3778.32

3671.28

14

3705

3743.09

3796.61

3689.57

15

3776

3761.38

3814.90

3707.86

16

3779.68

3833.20

3726.16

17

3797.97

3851.49

3744.45

18

3816.26

3869.78

3762.74

19

3834.55

3888.08

3781.03

20

3852.85

3906.37

3799.33

21

3871.14

3924.66

3817.62

22

3889.43

3942.95

3835.91


　Excelシートでコピーして，Wordの上で「形式を選択して貼り付け」を使い，「Excelワークシート形式」で貼り付けたものである．細かい操作方法はわざと記述しない．自分で調べてみよ．
4. 考察

　果たして，サンプルとしてこれだけで十分であろうか．本レポートの目的は学生が提出するレポートの質を上げることにある．最終的な判断は，実際に提出されたレポートを見て判断することになる．ただし，本レポートは1日程度でかかれた即席レポートであるため，内容を十分検討していない点が気にかかる．今後気がついた点があれば適宜更新する必要があるだろう．

　最後に，こんな内容の文章でも形式を整えるだけで3ページ程度になってしまう点が非常に面白い．

5. まとめ

　学生が提出するレポートの質をあげるために，レポートの書き方のサンプルを示した．このサンプルが有効かどうかは，今後提出されたレポートを見て判断する必要がある．

参考文献

　1] 三根久　「モンテカルロ法・シミュレーション」,コロナ社,1994.
この部分は文章の背景，課題や問題点について





表紙は除いてここからページを割り当てる





この部分は文章全体のまとめ．実験レポートでは無理に必要でない．





本当は作文や文章を書くために参考になる図書があるのだが失念．代わりに第1クールの参考文献を紹介．





上部を2箇所ホチキス止め





この部分ではレポートの目的を記述，何について学び，どのような理解を得るのか．





その目的を果たすための手段の検討．





章の見出し．章番号を必ず付ける．目立つように太字などにすると，文章が読みやすい．





段落の先頭全角で1字下げ．
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				期		売上高（万円）				概要

				1		3508

				2		3547				回帰統計

				3		3500				重相関 R		0.9519687474

				4		3565				重決定 R2		0.9062444961

				5		3550				補正 R2		0.8990325342

				6		3621				標準誤差		27.3064081626

				7		3596				観測数		15

				8		3633

				9		3707				分散分析表

				10		3683						自由度		変動		分散		観測された分散比		有意 F

				11		3695				回帰		1		93696.0142857143		93696.0142857143		125.6585262211		0.0000000471

				12		3682				残差		13		9693.319047619		745.6399267399

				13		3732				合計		14		103389.333333333

				14		3705

				15		3776						係数		標準誤差		t		P-値		下限 95%		上限 95%		下限 95.0%		上限 95.0%

										切片		3486.9904761905		14.8371598261		235.0173831831		5.65375083880685E-25		3454.9367473326		3519.0442050484		3454.9367473326		3519.0442050484

										X 値 1		18.2928571429		1.6318700127		11.2097513898		0.0000000471		14.7674169958		21.8182972899		14.7674169958		21.8182972899

										残差出力

										観測値		予測値: Y		残差

										1		3505.2833333333		2.7166666667

										2		3523.5761904762		23.4238095238

										3		3541.869047619		-41.869047619

										4		3560.1619047619		4.8380952381

										5		3578.4547619048		-28.4547619048

										6		3596.7476190476		24.2523809524

										7		3615.0404761905		-19.0404761905

										8		3633.3333333333		-0.3333333333

										9		3651.6261904762		55.3738095238

										10		3669.9190476191		13.080952381

										11		3688.2119047619		6.7880952381

										12		3706.5047619048		-24.5047619048

										13		3724.7976190476		7.2023809524

										14		3743.0904761905		-38.0904761905

										15		3761.3833333333		14.6166666667
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						標準誤差		27.3064081626						係数

												切片		3486.9904761905

												X 値 1		18.2928571429

				期		売上高（万円）		予測値		上限値		下限値

				1		3508		3505.28		3558.80		3451.76

				2		3547		3523.58		3577.10		3470.06

				3		3500		3541.87		3595.39		3488.35

				4		3565		3560.16		3613.68		3506.64

				5		3550		3578.45		3631.98		3524.93

				6		3621		3596.75		3650.27		3543.23

				7		3596		3615.04		3668.56		3561.52

				8		3633		3633.33		3686.85		3579.81

				9		3707		3651.63		3705.15		3598.11

				10		3683		3669.92		3723.44		3616.40

				11		3695		3688.21		3741.73		3634.69

				12		3682		3706.50		3760.03		3652.98

				13		3732		3724.80		3778.32		3671.28

				14		3705		3743.09		3796.61		3689.57

				15		3776		3761.38		3814.90		3707.86

				16				3779.68		3833.20		3726.16

				17				3797.97		3851.49		3744.45

				18				3816.26		3869.78		3762.74

				19				3834.55		3888.08		3781.03

				20				3852.85		3906.37		3799.33

				21				3871.14		3924.66		3817.62

				22				3889.43		3942.95		3835.91
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